
【神石高原町】来見小学校 

 

総合的な学習の時間学習指導案 

 

１ 日 時  令和５年６日１９日（月） 第６校時 

２ 場 所  ３年生教室 

３ 学 年  第３学年 男子２名 女子６名  計８名 

４ 単元名  「神石のおいしいを広げよう」 

５ 単元について 

○児童観 

本学級の児童は、３年生になり、社会科や理科など新しい学習が始まったこともあり、どの教科にも興

味や関心をもって意欲的に取り組むことができている。総合的な学習の時間の導入では、進め方につい

て、まず、学習の進め方や総合的な学習の時間につけたい力についてのオリエンテーションを行って学習

を進めている。４月当初、児童に「神石高原町にはどのようなものがあるか」問うと、「何もない。」と

答えた。そこでまずは、神石高原町にある建物や特産物について全員で出し合った。そこから自分たちが

知らないことや調べたいことを考えていき出し合ってみると、四仙人やトマトランドなどの公園に疑問を

もつ児童が多くいた。また、昨年度の３年生が育てていたこんにゃく芋を頂き、植えたことで、「こんに

ゃくいもはどうやって育てるのかな。」「どうやってこんにゃくになるのかな。」などこんにゃくいもに

対する興味関心も出てきている。 

本学級の児童は、自分の想いや考えを文章として書き表すことが苦手な児童が多いが、話し合いなど協

働的に学ぶことについては、低学年からのグループやペア学習により、意識が高いことが分かる。そして

ペア学習やグループ学習については非常に意欲的に取り組み、役割を決めながら活動する姿も見られる。 

 

 

○単元観 

神石高原町は、自然・歴史・文化など総合的な学習の教材の宝庫である。自分たちの地域の中から見つ

けた課題は、まさに自分ごとの課題であり、児童の主体的な学びを生み出すことができると考える。さら

に、自分たちの地域を舞台にして学習することを通して、自分たちの地域を知り、地域の人の姿から地域

の良さや課題を明らかにし、これからの自分たちの生き方・考え方につなげる学習を行うことができると

考える。 

本単元で取り上げるこんにゃくは、神石高原町の特産品の１つである。神石高原町は、標高５００ｍ～

７００ｍの山々が続く、清涼な高原地帯である。神石高原町の気候や環境は、全国でも珍しいこんにゃく

芋の栽培の最適地である。また、こんにゃく芋の和玉在来種では、神石高原町は日本一の産地とされてい

る。和玉在来種は、こんにゃく成分のマンナン質やデンプンが質・量ともに優れており、和玉在来種から

作られたこんにゃくは、風味豊かで苦味がなく美味しいと言われている。町内にある新内農園では、玉こ

んにゃく、さしみこんにゃく、こんにゃくサラダなど様々なこんにゃく製品も販売されている。 

本単元では、課題発見力自分たちが住む神石高原町の特産物のこんにゃくについて調べ、神石高原町の

こんにゃくの良さに気付き、自分たちもそれを広めていきたいという心情を育てていきたい。その思いの

もと、課題解決力どのようにすれば、学校内の人、神石高原町内の人、神石高原町外の人などに効果的に

神石高原町の特産品である「こんにゃく」を伝えることができるか、思考する場面を設定し、相手意識を

もって、児童が主体的・協働的に学び、考えることができるようにする。また、本単元を通して、児童の

郷土愛も育んでいくことができると考えられる。また、振り返り力「次はどんなことをしたいか」「今自

分達はどこまでできているのか」など次につながる振り返りをさせ、スパイラルな学びを充実させていき

たい。 

この単元を通して、調べたり、伝えたりする方法を知り、郷土愛を育み、今後の学習や生活につなげて

いきたい。 
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１学期には、こんにゃくについて知ることから始める。神石のこんにゃくがなぜ特産物とされているの

か調べ、その中で生産者の方々の「神石こんにゃくを多くの人に知ってほしい。」「神石こんにゃくを次

の世代に引き継いでいってほしい」などの想いを知ることで良さを多面的に分析していく。以上のことは、

地域の特徴やよさを理解することにもつながると考えられる。また、特産品である事実を知るだけではな

く、その理由も知ることでそれらの背景も考えられるようになってほしい。 

２学期には、課題発見力どうやって神石の特産品である「こんにゃく」を広げていくのか、自分たちに

今できることは何か考え、実行していく。そこでは、自分達の想いと地域・生産者の想いが離れていない

か何度も確認し、試行錯誤しながら何を実行していくのか考えると思われる。必要な情報を集め、それぞ

れで考えた実行したいことを検討することは、協働的な学びの場、コミュニケーションの機会としても生

きる。 

３学期には、今までの学習を振り返り、神石こんにゃくの良さを十分に広げることができたか、課題を

もたせる。そこからどうやったら神石こんにゃくの良さを広めることができるか考え実行に移していく。

発信する相手についても神石高原町内だけではなく、近隣の市町村であったり、他県の方であったりなど、

発信する範囲を広げていきたいと考える。 

 このように、地域の方から学び、自己を振り返り、できることを考えるという活動は、改めて神石高原

町の良さに気付くことができ、探究的な学習のプロセスを組み込むことも可能であることから、課題解決

学習のテーマに適していると考える。 

 

○指導観 

本単元では、子どもたちの「神石こんにゃくを広めていきたい」という思いのもと学習計画を立ててい

く。 

指導に当たっては、まず、神石の特産品を調べていくことから始めることで、こんにゃくに対する興味

や関心を高めていく。そして、こんにゃくについて知っていることや知りたいことを出し合いながら、ウ

ェビングマップを活用し情報を共有させたい。その際にインターネットや本などを使ったり、実際に栽培

したりしながら、もっと知りたいことを考え、共通の課題を設定させたい。こんにゃくについて知り、

「それを多くの人に伝える」「伝えるために自分達も何かを作る」というゴールまでを見通した学習計画

を立てて取り組ませていきたい。情報収集の場面では、書籍やインターネットの活用を始め、実際にこん

にゃく芋を栽培したり、こんにゃくを育てておられる方にインタビューをしたりするなど体験活動を充実

させ、たくさんの情報を集めさせたい。その中で、こんにゃくに対する地域の方の思いを知り、地域に対

する誇りや愛情についても気付かせていきたい。 

単元の最後には、自分たちのこれまでの学習を振り返ったり、思考したりする場面をもつ。その中で自

分の成長を自覚し、自分達のふるさとである神石高原町のこんにゃくをこれからも広めていきたい、広め

るためにもっとできることがあるのではないかなど、これからの学習や生活につなげることができるよう

な振り返りをさせていきたい。 

  

課題解決力 地域のよさにこだわり、身近なものを学習対象にする。 

課題発見力 自分達のしたいことを計画し、力を合わせたり、交流したりして協働的に学ばせる。 

振り返り力 視点を決めて振り返りを行ったり、ルーブリック評価を取り入れたりする。 

 

６ 単元の目標 

 地域の特産品である「こんにゃく」について調べたり、栽培・観察やインタビューをしたりするなど体

験活動を行い、探究的・協働的な学習を通して、神石のこんにゃくのすばらしさや先人たちの想いや工夫

や努力に気付き、自分たちも「こんにゃく」のおいしさを広めるためにできることはないか考え、実行す

ることで地域に対する思いを深め、自らの生活や行動に生かすことができるようにする。 
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７ 本校で育てようとする資質・能力 

課題解決力 地域の中から、問題を見つける。 

課題発見力 自分と相手の考えを比較し、まとめたり伝えたりすることができる。 

振り返り力 学習計画に照らし合わせて、振り返ることができる。 

 

８ 評価規準 

 

 

９ 単元におけるルーブリック（思考力・判断力・表現力等） 

 
Ａ Ｂ Ｃ 

項目 神石のこんにゃくの特徴を

考え、自分の言葉で相手に伝

えたり、友達や大人の感じ方

などと比べたりしながら、協

力して次の課題を考えてい

る。 

 

神石のこんにゃくの特徴を

考え、自分の言葉で相手に伝

え、協力して次の課題を考え

ている。 

 

神石のこんにゃくの特徴を

考えたり自分の言葉で相手に

伝えたりすることができてい

ない。 

 

１０ 学習過程ごとの主な学習活動と評価規準（全７０時間） 

学習過程ごとの主な学習活動 評価方法 

評 価

の 

観 点 

知識及び技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 課題発見力・課題解決力 振り返り力 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

 

 

① こんにゃくの良さや、こん

にゃく作りに力を注ぐ人々

の思いや工夫がわかる。 

 

② 自ら課題を設定し、課題解

決に必要な情報を収集・比

較・分類するなど、探究の

過程に応じた技能を身につ

けている。 

 

③ 特産物や地域の人の想いや

取り組みを理解し、神石の

こんにゃくを伝えたいとい

う願いをもつことは、自分

達が探究的に学習している

ことの成果であることに気

付いている。 

 

④ 神石のこんにゃくの良さに

気付き、多くの人に広める

ためにどうすればいいか計

画を立てている。 

⑤ 神石のこんにゃくの良さに

ついて、自分の言葉で相手

に伝わるようにまとめてい

る。 

⑥ 友達が活動で見つけたもの

と、自分が見つけたものを

比較したり整理したりしな

がら、解決に向けて考えて

ている。 

⑦ 神石のこんにゃくの良さを

広めるために、どんな相手

にどんな方法で伝えるの

か、相手意識や目的意識を

もって表現方法を選び、他

者に伝えている。 

⑧ 神石の特産品である「こん

にゃく」について課題を設

定し、計画を立て取り組ん

だことを振り返っている。 

 

⑨ 自他の考えを生かしながら

友達と協働して取り組もう

としている。 

 

⑩ 「神石のこんにゃくの良さ

を誰にどのように紹介する

か」という問題解決に向け

考え、行動しようとしてい

る。 
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一
学
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４月 

【課題設定】 

〇「総合的な学習の時間」の学習方法を知る。 

〇単元の課題設定をする。 

・神石高原町の有名なものを出し合い、多くのものがあるこ

とを知り、自分が一番気になることを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 

 

 

【情報収集１】 

〇設定した課題について調べる。 

・こんにゃく芋を４年生からもらって植えたけれど、どうや 

って育てるの？どうやってこんにゃくになるの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自ら課題を設定し、課題解決に

必要な情報を収集・比較・分類

するなど、探究の過程に応じた

技能を身につけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神石高原町の特産品「こんにゃく」博士になろう 

昨年度、同じ中学校区の三和小学校３年
生が使われたパワーポイントを参考にさせ
てもらって、来見小学校３年生版に作成し
直して、オリエンテーションを行った。 

・どんなことを学ぶのかな？ 

・どうやって学習を進めるのかな？ 

「神石の○○」をたくさん集めた。 

ウェビングマップを使って、神石で
有名な食べ物やキャラクターや場所を
集めた。 

出てきた考えを仲間分け 

【みんなが気になったこと】 

・キャラクター（四仙人って何？） 

・帝釈峡（よく分からない） 

・トマト（わからないことがたくさ
ん） 

・プラザ（どうやってできたのか） 

どうやって調べたらいいか
な？ 

去年育てた４年生に聞いた方
がいいかな？ 

地域の山口さんという人がよ
く知っているらしいよ。 

電話で相談してみよう。 
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○山口さんに電話をしてみよう。 

  

○「神石のこんにゃく」についてゲストティーチャーを招き 

インタビューをしたり、こんにゃくを植えたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

○調べたことや芋植えの体験から、もっと調べたいことや調

べる方法を考え、情報収集する。 

 ・「こんにゃく仙人」ってどんな人物なのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○テーマ決定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①こんにゃくの良さや、こんにゃ

く作りに力を注ぐ人々の思いや

工夫がわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「めざせ！ こんにゃくマスター！」 

他の仙人についても調べてみ
ました！ 

こんにゃくを作っ
て最後は、こんにゃ
くパーティーをした
いな！ 

３年いも、２年いも、たるご
を植えるよ。土を三角になるよ
うに掘って、こんにゃくのピン
クの芽を傷つけないようにまっ
すぐになるように植えるよ！ 
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○「神石のこんにゃく」の特徴を調べる。（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○なぜ、神石のこんにゃくは、堅かったり柔らかかったりす

るのかな。 

 

 

 

 

 

⑤神石のこんにゃくの良さについ

て、自分の言葉で相手に伝わる

ようにまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな問い 

何か工夫をしているのかな？ 

作り方が違うのかな？ 

いろいろな固さや形のものが
あるのは、いろいろな人に買っ

てもらうためかな？ 

調べてみよう！ 
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【整理・分析】 

〇こんにゃくについて情報収集したことを整理分析する。 

・「神石のこんにゃく」の特徴について視点を定め整理して

いく。 

 

〇ゲストティーチャーの方に来てもらい、畑にわらを敷いた

り、肥料を混ぜたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ・表現】 

〇こんにゃくについて分かったことをまとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➇神石の特産品である「こんにゃ

く」について課題を設定し、計

画を立て取り組んだことを振り

返っている。 

 

 

タブレットや本でこんにゃくの作
り方を調べました！「固さのひみ
つは凝固剤や水かもしれない！」 
と考えた！ 

肥料 わら 

根本にわらをしくのがポイント 

新内農園を見学してわかった
ことをまとめていく。 
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二
学
期 

９月 

【課題の設定２】 

〇総合的な学習の時間での目的を再度確認して、２学期にど

んなことをしたいか考える。 

２学期【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報収集２】 

○知りたいこと、伝えたいことについて情報収集し、整理す

る。 

・何を、誰に、どのようにして伝えるか、情報を見直し、整

理する。 

〇「こんにゃくの食べ方」について料理本やインターネット

などで調べて情報収集をする。 

・収集した情報をもとに自分達でこんにゃくを作ったり、オ

リジナルのこんにゃく料理を考えたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④神石のこんにゃくの良さに気付

き、多くの人に広めるためにど

うすればいいか考えている。 

 

 

 

⑥友達が活動で見つけたものと、

自分が見つけたものを比較し、

共通する良さや違いに気付いて

いる。 

 

⑦神石のこんにゃくの良さを広め

るために、どんな相手にどんな

方法で伝えるのか、相手意識や

目的意識をもって表現方法を選

び、他者に伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

神石高原町のこんにゃくをたくさんの人に知ってもらうにはどうしたらいいのだろう。 

 

ブレストを使って「２学
期にどんなことをしたい
か」考えた。 

神石こんにゃくのことをもっと知る
ために、もっと広めるためにどんな
ことを２学期にしていくといいのだ
ろう… 

こんにゃく料理を食べてもらい神
石こんにゃくのおいしさに気付い
てもらいたい！ 

そして神石こんにゃくを広げてい
きたい！ 

こんにゃく料理につい
て本やインターネット
を使って調べた。 

お客様が喜ぶだろうということで、
おかず系のものとデザート系のもの
を選ぶことになった 
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〇どうやって材料費を集めるかを考え、昨年度の３年生がど

のようにしてお金を集めていたのか聞きに行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

〇作りたい料理の材料費などを調べて、料理をするために必

要な金額を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

【整理・分析】 

〇地域の人に伝える方法や内容を絞り込む。 

〇目標金額をもとにトマトとピーマンの値段を考える。 

・野菜の売り方・日時・お店を開くために必要なものを考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の畑で育てているピーマンや
トマトを売ることになった！ 

こんにゃく料理を作ることが決定したけど

材料費はどうしたらいいのだろう… 

立ち止まりポイント 

昨年度の３年生は校長先生にお金を
借りて、苗を買い、できた野菜を売
って、校長先生にお金を返金したこ
とを知ることができた。 

これをヒントに… 

校長先生からの許可ももらいました。 

スーパーの広告をもと
に高すぎず、安すぎな
い金額を考えました。 
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〇お店を開くために必要なものを作っていく。 

・ポスター作り、旗づくり、かご作りと役割分担してお店を

開くために必要なものを作っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇畑で作った野菜を売って材料費を集める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ゲストティーチャーの方にきていただきコンニャクイモの

収穫をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の 4年生がお店を
開くときに旗を作ってい
たよ！ 

飾り付けをしたら
お客さんが来てく
れるかも！ 

絵を描いたり、色をつけ
たら目立っていいかも
ね。 

机で売るチームと歩きながら売る
チームに分かれて売りました。 

トマトのようにヘタをつけて… 見事完売！ 

たくさん採れて楽しい！ 

たるごという言葉を教え
てもらったよ！ 
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〇地域の人にこんにゃくについて発表するために必要なこと

（方法・内容）を考える。 

 

【まとめ・表現２】 

〇発表会の準備・練習をする。 

 ・こんにゃくの良さなどについて分かりやすく伝える方法

を考える。 

 ・伝え方を考えながら、グループで協力して練習する。 

 

○学習発表会で、地域の方にこんにゃくについて発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 

〇「収穫したコンニャクイモで手作りこんにゃくをつくろ

う」という課題をもち、こんにゃくを作るために必要なも

のは何か調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな課題 

調べてみるといろいろ
な作り方があり、どの
作り方で作るか悩む子
どもたち。 

動画があってわかりや
すい、Aくんの見つけ
た作り方で作ることを
決めました！ 

こんにゃくのことについて調べてわかったことや、新内農園
を見学して気が付いたことをもとに劇をしました。 
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〇調べた作り方でこんにゃくを作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月 

〇道の駅で売っているこんにゃくと自分たちで作ったこんに

ゃくを食べ比べてみて何が違うのか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇昨年度こんにゃくを作った４年生にこんにゃくをどうやっ

て作ったのか聞きにいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成したこんにゃくをパクリ。「苦
い。」校長先生にも食べてもらいました
が感想は「あぁ！苦い！」さて、どうし
たらいいのかな…？ 

・分量をしっかり量る 
・たくさん混ぜる 
・炭酸ナトリウムの量を
もう少し減らす 
など、次回のこんにゃく
作りで気を付けることを
考えました。 

４年生に去年どうやってこん
にゃくを作ったのか教えても
らいに行きました。 
初めにゆでていたところな
ど、作り方が違うところがた
くさんありました。 

たくさん教えてもらったけど

凝固剤の量はわからなかった

… 
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〇ゲストティーチャーの方にきていただき、こんにゃく作り

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分量もしっかり教えて
もらいました。 

・ミキサーでしっかり混ぜること 
・水をしっかり使うこと 
・凝固剤の量 
・手でもしっかり混ぜること 
など教えてもらいました！ 
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三
学
期 

【課題設定３】 

〇学習したことをもとに、神石高原町のこんにゃくについて

知らせる方法を考える。 

 

３学期【課題】 

 

 

 

【情報収集３】 

〇調べたことを効果的に発信する方法について調べる。 

（こんにゃく図鑑、こんにゃくレシピ本、こんにゃく弁当、

ポスター、チラシ、PR動画、商品のパッケージなど） 

 

【整理・分析３】 

○発信する方法からどのように「こんにゃく」を PR してい

くのか考える。 

○作った成果物をどうやったら広く知らせることができるか

考える。 

〇成果物を他グループと交流し、改善案を考える。 

〇改善案をもとに仕上げを行う。 

 

【まとめ・表現３】 

〇自分たちで考えた内容や方法を実践する。 

〇神石高原町のこんにゃくを広める活動を行う。 

 

 

 

 

 

○これまでの学習を振り返る。 

 ・お世話になった方にお礼の手紙を書く。 

・ついた力や成長したこと、生活に生かしたいことなど、

自己肯定感を感じられる振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨自他の考えを生かしながら友達

と協働して取り組もうとしてい

る。 

 

③特産物や地域の人の想いや取り

組みを理解し、神石のこんにゃ

くを伝えたいという願いをもつ

ことは、自分達が探究的に学習

していることの成果であること

に気付いている。 

 

⑩「神石のこんにゃくの良さを誰

にどのように紹介するか」とい

う問題解決に向け考え、行動し

ようとしたことに対して、計画

と照らし合わせて振り返ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神石高原町のこんにゃくをたくさんの人に知ってもらおう。 
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１１ 本時の学習 

（１）本時の目標 

   神石のこんにゃくの特徴について自分の考えを出し合い、次の課題解決に向かう。 

（２）本時の評価規準 

神石のこんにゃくの特徴を考え、自分の言葉で相手に伝えたり、友達や大人の感じ方などと比べた

りしながら、協力して次の課題を考えている。 

（３）準備物 

   〔指導者〕 ３種類のこんにゃく 特徴を書くワークシート 

   〔児 童〕 なし 

          

（４）学習の展開 （１８／７０時間） 

学習活動 指導上の留意事項 
評価規準および 

判断基準（方法） 

１ 学習計画をふり返る。       

 

 

 

２ 今日の学習の流れを確認し、本

時でどんな力がついたらいいの

か確認をする。 

 

 

 

 

 

３ めあてを確認する。 

 

 

 

 

 

４ 試食会をする。 

 

 

 

 

 

 

５ こんにゃくのちがいを見つけ

る。 

 

 

 

 

 

・四仙人について学習したことを振り返

り、本時でどのような学習をするのか

考える。 

 

・本時でこんにゃくを試食して特徴を見

つけることを伝え、児童の意欲を高め

る。 

・児童と本時の流れや時間を確認するこ

とで、活動の見通しをもたせ、意欲的

に学習に取り組むことができるように

する。 

 

・本時のめあては児童の言葉で作る。 

 

 

・ルーブリックで評価基準 Bを決め、活

動の意欲を高める。 

 

・３種類のこんにゃく（神石のこんにゃ

く・群馬のこんにゃく・安いこんにゃ

く）を用意して試食をする。 

・こんにゃくの名前は伏せておき、どれ

が神石のこんにゃくか予想をさせるこ

とで意欲を高める。 

 

・食べる前に視点（食べた感じ、香りな

ど）を与えておき、ただ食べるだけに

ならないようにする。 

・その他で感じたことや気付いたことが

あればワークシートに記入させてお

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神石のこんにゃくは，どんなちがいがあるのかな。 

 



【神石高原町】来見小学校 

 

６ 友達と交流する。 

 

 

 

 

７ 情報収集の方法を考える。 

 

 

 

 

８ 振り返りをする。 

 

 

・自分の見つけた特徴を友達に発表す

る。 

・先生方（大人）の感じ方も掲示し自分

達の感じ方と比較させる。 

 

・なぜ神石のこんにゃくに（食感はやわ

らかい・食べたとき香りが広がる）な

どの特徴があるのか。という疑問をも

たせ、情報収集の方法を考える。 

 

・ワークシートに、本時の学習の振り返

りを書かせる。 

・次時からの見通しを立てておく。 

・神石のこんにゃくの

特徴を考え、自分の

言葉で相手に伝えた

り、友達や大人の感

じ方などと比べたり

しながら、協力して

次の課題を考えてい

る。（行動観察・発

言） 

 

１２ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○め 神石のこんにゃくはどんなちがいがあるのかな。 

 

ルーブリック 

学習の流れ 

➀試食会をする。 

➁こんにゃくの特徴をさぐる 

➂交流する。 

④ふりかえり 

児童が感じたこんにゃくの特徴 

なぜ神石のこんにゃくは，やわらかい食感なのかな。 

            食べたときに香りが広がるのかな。 

情報収集の仕方 

・本で調べる。   ・インターネットで調べる。 

・山口さんに聞く。 ・こんにゃく工場へ行く。 

・家の人に聞く。 

先生方が感じたこんにゃくの特徴 


